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人
々
に
¥
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
残
し
七
¥
今
年
の

璽
も
い
よ
い
よ
終
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

不
順
な
天
候
に
災
さ
れ
¥
今
一
つ
も
の
足
り
な
さ

を
感
じ
だ
璽
で
は
あ
り
ま
し
疋
ガ

¥
U大
洗
車
ま
つ

り
実
行
委
員
会
で
は
¥
そ
れ
を
払
拭
す
る
か
の
よ
う

巳
¥
今
年
も
ま
た
¥
い
く
つ
も
の
大
型
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
¥

μ

大
洗
の
璽
ρ

を
盛
り
上
げ
ぎ
し
だ
。

ま
つ
り
一
連
の
イ
ベ
ン
ト
は
¥
ま
ず

¥
7
月
目

日
、
大
洗
海
岸
平
太
郎
浜
で
行
な
わ
れ
た
υ
大
洗
荒

磯
太
鼓
と
磯
節
踊
り
の
タ
ベ
で
向
精
を
開
け
ま
し
疋
。

ミ
二
ナ
イ
タ
ー
用
の
照
明

2
基
と

5
つ
の
か
が
り
火

で
浮
び
上
っ
た
八
一
広
場
は
幻
想
的
な
ム
ー
ド
が
い
っ
ぱ

い
に
だ
ぜ
よ
い
¥
太
鼓
と
踊
を
一
層
引
き
だ
て
、
集

ま
つ
疋
大
勢
の
来
遊
客
や
地
元
の
夕
涼
み
の
人
々
を

喜
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

次
い
で

¥
8月
7
日
¥
大
洗
サ
ン
ピ
i
チ
で
の
花

火
大
会
と
盆
踊
り
大
会
¥
2日
の
ウ
イ
ン
ド
サ
フ

イ
ン
大
会
と
撮
影
大
会

¥
9日
の
ク
ル
i
ザ

ヨ

ッ

ト
レ
ー
ス
大
会
と
続
き
¥
刊
日
に
は
¥
ま
つ
り
最
大

の
イ
ベ
ン
ト
第
3
口
ミ
ス
ボ
i
ト
大
洗
コ
ン
テ
ス
ト

ガ
サ
ン
セ
ッ
ト
フ
ル
ジ
ン
ヴ
の
二
ユ
ば
る
な
船

上
で
華
や
か
に
開
催
さ
れ
¥
参
加
し
だ
崎
名
の
美
女

の
中
か
ら
別
掲
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
だ
。

引
き
続
い
て
¥
辺
白
の
第
4
臣
磯
節
と
民
謡
・
民

国
間
こ
ど
も
大
会
¥
お
巴
の
歩
行
者
天
国
・
締
盟
主
用
機

会
と
¥
ゆ
く
璽
を
惜
む
か
の
よ
う
に
続
き
¥
お
日
の

八
期
祭
で
今
年
の
大
洗
の
璽
ま
つ
り
は
フ
ィ
ナ
ー
レ

を
簡
り
ま
し
足
。

コ'87
ンミ
テス
スポ
ト|
入ト
賞大
者洗

、
ス
ポ
i
ト
大
洗

石
井
好
子
さ
ん
・
千
代
田
村

準
ミ
ス
ポ
ー
ト
大
洗

小
吹
京
美
さ
ん
・
石
岡
市
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大j覇j富換業組合大洗支部
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去
る
7
月
初
日
嗣
、
大
掴
沼
漁
業
組

合
大
洗
支
部
で
は
、
支
部
員
に
よ
る
神

山
機
場
河
川
敷
町
近
の
清
掃
奉
仕
を
実

施
し
ま
し
た
。

調
渇
は
霞
ヶ
浦
、
北
浦
に
次
い
で
県

内
第
3
の
湖
で
、
そ
の
周
囲
は
約
出
回
、

面
積
は
M
Mも
あ
り
ま
す
。

特
に
、
釣
り
場
と
し
て
は
海
水
魚
・

淡
水
魚
が
生
息
す
る
汽
水
湖
と
し
て
会

盟
的
に
有
名
な
湖
で
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
釣
り
人
や
レ
ジ
ャ
ー

客
も
年
々
ふ
、
ぇ
続
け
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
に
と
も
な
っ
て
、
空
き
缶
や
ゴ
ミ
等

の
投
げ
捨
て
な
ど
に
よ
り
、
汚
れ
も
ひ

らあおお

ど
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
現
状
を
み
か
ね
た
組
合
員
の
皆

さ
ん
は
、
自
分
達
の
漁
場
は
自
分
遠
の

手
で
守
ろ
う
と
立
ち
上
り
、
今
回
の
清

掃
活
動
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

朝
の

8
時
に
現
場
に
集
会
し
た
皆
さ

ん
は
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
ゴ
ミ
や
空

き
缶
の
収
集
・
野
焼
等
を
行
な
い
ま
し

た
。
照
り
つ
け
る
暑
さ
の
中
で
の
作
業

に
汗
を
流
し
な
が
ら
皆
さ
ん
は
、
「
今

年
だ
け
で
な
く
毎
年
続
け
て
行
な
い
、

掴
沼
の
浄
化
に
役
立
て
た
い
と
声
を
揃

え
て
話
し
て
い
ま
し
た
。

高
中
学
校
体
育
館

改
修
工
事
始
ま
る

南
中
体
育
館
は
、
建
築
し
て
か
ら
十

五
年
が
た
ち
、
床
を
は
じ
め
各
所
の
傷

み
が
進
み
ま
し
た
の
で
、
今
年
度
、
国

康
補
助
事
業
と
し
て
体
育
館
の
全
面
改

昭和62:<手9Fll日

修
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。
完
成
後
は
、
生
徒
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

に
一
般
開
放
の
体
脊
施
設
と
し
て
ま
す

ま
す
活
用
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ー
工
事
の
概
要

人
工
事
名
南
中
学
校
屋
内
体
育
館

改
修
工
事

2
、
工
事
概
要
@
床
の
全
面
改
修

@
窓
枠
・
軒
樋
の
改

修
@
外
壁
塗
装

3
、
工
事
期
間
昭
和
六
十
二
年
六
月

二
十
六
日

i
十
月
九
日

4
、
工
事
費
四
七
、

0
0
0千
円

5
、
請
負
業
者
間
山
工
務
席

代
表
団
山
尚
弘

大
洗
町
大
賞
町
一

O
O
の
二

こ
ど
も
自
転
車
事
水
一
戸
地
一
越
大
会

磯
小
@
一
皮
小
出
場
す
る

去
る
6
月
初
日

ω水
戸
市
民
体
育
館

で
昭
和
白
年
度
第
剖
囲
交
通
安
全
こ
ど

も
自
転
車
水
戸
地
区
大
会
が
水
戸
地
区

交
通
安
全
協
会
・
水
一
戸
警
察
署
の
主
催

に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
水
戸
警
察
署
管
内

(
7
市
南

村
)
の
小
学
校
を
対
象
に
、
自
転
車
競

技
を
通
し
て
、
児
叢
の
交
通
に
つ
い
て

の
興
味
と
関
心
を
高
め
、
交
通
知
識
を

身
に
つ
け
さ
せ
、
ま
た
こ
の
習
慣
化
を

臼
的
と
し
て
交
通
事
故
防
止
を
図
る
た

め
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

競
技
内
容
は
、
学
科
テ
ス
ト
(
交
通

規
制
テ
ス
ト
・
道
路
標
識
テ
ス
ト
・
自

転
車
の
安
全
な
乗
り
方
の
常
識
テ
ス
ト
)

安
全
走
行
テ
ス
ト
・
技
能
走
行
テ
ス
ト

の
績
に
減
点
方
式
に
よ
り
行
な
わ
れ
、

当
町
か
ら
も
磯
浜
小
(
関
根
・
山
首
藤
・

古
川
・
小
潟
・
軍
司
以
上
5
選
手
)
と

夏
海
小
(
綴
部
・
和
地
・
酒
井
・
藤
沼
・

関
以
上
5
名
)
が
参
加
し
、
日
雨
明
の
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
、
健
闘
い
た
し
ま

し
た
。

麟
盤
隅
櫨
糟
選
鶴
一
-
陶
器
"
“
健
轍
調
査
院

器
協
力
く
提
窓
口
い

1
1
1
関
口
月

1
口
組
に
糞
蝿
l
l

⑧
調
査
で
わ
か
る

就
業
の
実
態

今
回
の
就
業
構
造
基
本
調
室
で
は
、

調
査
対
象
者
全
員
に
就
業
・
不
就
業
に

つ
い
て
お
開
き
し
ま
す
が
、
そ
の
結
果

次
の
よ
う
な
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

@
失
業
や
そ
れ
に
近
い
状
態
に
あ
る
人

の
実
態

⑧
就
業
異
動
の
実
態

@
地
域
別
の
就
業
構
造
と
地
域
聞
の
人

口
移
動

以
上
の
事
柄
に
加
え
、
今
回
調
査
で

は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
点
に
特
色
が

あ
り
ま
す
。

ー
、
一
雇
用
形
態
の
多
様
化
の
実
態
を
明

ら
か
に
し
ま
す
。

近
年
、
パ

i
ト
タ
イ
マ

i
、
ア
ル

バ
イ
ト
、
派
遣
社
員
な
ど
、
ま
殺
の

社
員
以
外
の
形
で
働
く
人
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
こ
の
笑
態
を
調
べ
ま
ふ
九

2
、
雇
用
調
整
の
影
響
を
明
ら
か
に
し

ま
す
。産

業
構
造
の
転
換
な
ど
に
よ
り
雇

用
謂
整
か
進
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の

実
情
と
働
い
て
い
る
人
が
ど
の
よ
う

な
影
響
を
受
け
て
い
る
か
を
調
べ
ま

す。
3
、
高
年
齢
層
の
就
業
・
不
就
業
の
笑

態
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

日
本
人
の
人
口
の
高
齢
化
は
、
速

い
テ
ン
ポ
で
進
ん
で
お
り
、
す
で
に

全
人
口
に
占
め
る
閃
歳
以
上
人
口
の

割
合
は
刊
%
を
起
、
え
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
、
つ
な
高
齢
者
の
就
業
状
態
や
就

業
希
禁
を
調
べ
ま
す
。

~~~ 
鱗救急車を呼ぶときの3つのポイント鱗

十叡急事故などの発生場所と近くの自標

2.どのようなケガか病気か

3.ケガ人や病人の現在の容態〈簡単に〉

の日J

j議

闘は「

点

、~

オ
ー
ト
バ
イ
に
乗
る
と
き
に
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ

る
。
こ
れ
は
ラ
イ
タ
i
の
常
識
で
す
。
し
か
し
、
「
暑
い
か

ら
」
「
髪
が
乱
れ
る
か
ら
」
「
だ
れ
も
見
て
い
な
い
か
ら
」

と
い
っ
て
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
な
い
で
運
転
す
る
人

を
、
と
さ
お
り
見
か
け
ま
す
。
道
路
交
通
法
で
も
、
す
べ

て
の
道
路
に
お
い
て
オ

i
ト
パ
イ
に
乗
る
時
は
、
ヘ
ル
メ

ッ
ト
の
着
用
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

基
本
的
な
こ
と
で
す
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
、
ま
ず
S
マ
ー

ク
か
J
I
S
マ
ー
ク
の
つ
い
た
も
の
で
、
頭
に
ピ
ッ
タ
リ

と
合
っ
た
も
の
を
選
ぴ
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
正
し
く
者

用
し
ま
し
ょ
う
。

O
あ
み
だ
に
か
ぶ
っ
た
り
、
医
深
に
か
ぶ
ら
な
い
。

O
あ
ご
ひ
も
は
必
ず
、
し
っ
か
り
と
締
め
る
。

頭部はライ夕、ーの

野晶へ)IJ

間
関
保
だ
よ

@
一
躍
鐘
費
ゆ

一
二
九
、
一
五
二
千
円
歯
科

二、

O
一
一
二
千
円
薬
剤

一
八
、
六
九

O
千
円
療
養
費

と
な
り
、
皆
さ
ん
が
病
院
な
ど
の
窓
口

で
支
払
う
分
と
、
国
民
健
康
保
険
(
保

険
税
・
冒
・
県
補
助
金
、
繰
入
金
)
か
ら

の
支
払
い
と
な
り
ま
す
。
医
療
費
な
ど
を

分
類
す
る
と
次
の
図
の
ト
キ
つ
に
な
り
ま
す
。

昭
和
六
十
一
年
度
中
に
国
民
健
康

保
険
で
皆
さ
ん
が
診
療
を
受
け
た
医

療
費
の
総
額
は
一
、
六
二
一
、
五
八
七

千
円
で七

九
一
一
一
、
二
四
五
千
円

六
七
八
、
四
六
九
千
円

外入

来院

人

当

医
療
費 1 112，83日月

/1'， ¥ 
/ 1 ¥ 

メ 1'， ¥ 
36.598円/I " 8，821円

/ " 

18，句7円 |6jq円

" I //' 
l件当り医学費十受診勾当惜療費

， -' ， I / 
'1ーノ

18.43日

454，961円

口
U

0
6
 

p
h
d
 

宅

s-

戸
h
d

一
人
当
り
受
診
日
数

三
位
(
新
生
物
)

が
ん
、
悪
性
新
生
物

で
は
、
ど
ん
な
病
気
が
多
い
か
四
位
(
呼
吸
器
系
)

一

位

(

循

環

器

系

)

ぜ

ん

そ

く

、

か

ぜ

、

気

管

支

炎

高
血
圧
、
心
臓
病
、
脳
出
血
五
位
(
泌
尿
生
殖
器
系
)

一

位

(

消

化

器

系

)

腎

炎

、

勝

腕

炎

、

前

立

線

炎

胃
、
商
科
、
胆
石
症
、
肝
硬
変
な
ど
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
保
険
税
と
医
療
費
等
を
一
人
当
り
に
し
て
み
る
と

@
痛
類
別
@

59年度

61年度

60年度

62年度

。
六
二
年
度
の
医
療
費
を
推
計
す
る
と
次
の
通
り
で
す
。

国民健康保険

131意1880万円

10，528人

老人保健

9億6739万円

1，775人

。
九
月
は
国
民
健
康
保
険
税
の
第
一
一
一
期
分
の
納
付
月
で
す
。
保
険
税
は
皆
さ
ん

の
医
療
費
を
支
払
う
大
切
な
お
金
で
す
、
納
期
日
内
に
納
付
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
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集まれ/チピツ子…….

3投麟がいっぱい

大瀧iKTイ-r\~チィング大金

い

大
洗

?
iタ
リ
I
ク
ラ
ブ
(
中
川
潤

一
会
長
)
で
は
、
曲
一
一
説
か
な
海
づ
く
り
全

国
大
会
を
来
年
に
ひ
か
え
、
大
洗
町
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
青
少
年
の
健
全
育

成
を
閤
ろ
う
と
、
青
少
年
奉
仕
委
員

会
(
唐
笠
実
委
員
長
)
が
中
心
と
な
っ

て
、
第
1
国
大
洗
ボ
デ
ィ
ー
ベ
ン
テ
ィ

ン
グ
大
会
を
去
る
8
月
日
日
に
開
催
し

ま
し
た
。

らあお

一
ア
!
?
は
「
大
洗
の
夏
」
で
、
海
水

浴
を
楽
し
む
家
族
連
れ
や
若
い
人
々
に

参
加
し
て
も
ら
い
、
真
夏
の
太
揚
の

下
、
自
由
な
発
想
と
タ
ソ
チ
で
チ
ー
ム

メ
イ
ト
の
休
を
絵
の
呉
で
彩
ろ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

こ
の
臼
、
定
刻
の
午
後
1
時
に
は
大

洗
サ
ン
ピ
!
チ
の
会
場
に
、
元
気
な
チ

ビ
ッ
子
た
ち
ゃ
家
族
連
れ
な
ど
約
捌
名

加

藤

清

元

関

長

潜
湾
功
労
者
と
し
て

表

彰

替

る

お(3)第189号

去
る
7
月
却
門
口
の
海
の
記
念
日
に
、

加
藤
清
(
八
一
)
元
町
長
が
昭
和
白
年
度

運
輸
省
第
二
港
湾
建
設
局
管
内
功
労

者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
加
藤

清
元
町
長
は
大
洗
町
発
足
以
来
、
昭

和
田
年
目
月
日
日
に
退
任
さ
れ
る
ま

で、

6
期
出
年
の
永
き
に
一
回
一
っ
て
地

方
自
治
の
確
立
と
大
洗
町
の
発
展
の

た
め
、
献
身
御
努
力
さ
れ
ま
し
た
が
、

特
に
港
湾
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
そ

の
重
要
性
を
深
く
認
識
さ
れ
、
大
洗

港
の
整
備
拡
充
に
尽
痔
さ
れ
ま
し

た。
町
長
退
任
後
も
引
き
続
い
て
、
茨

城
県
地
方
港
湾
審
議
会
大
洗
港
部
会

長
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
現
在
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。

こ
の
長
年
に
わ
た
っ
て
の
、
大
洗

港
整
備
に
尽
力
さ
れ
た
顕
著
な
ご
功

績
に
対
し
て
、
こ
の
た
び
港
湾
功
労

者
と
し
て
、
運
輸
省
第
ニ
港
湾
建
設

局
長
か
ら
表
彰
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

の
人
々
が
集
ま
り
、
こ
の
催
し
に
参
加

し
、
真
黒
に
日
焼
け
し
た
体
に
絵
筆
や

素
子
に
た
っ
ぷ
り
と
絵
の
具
を
ふ
く
ま

せ
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
の
大
洗
の
夏

を
捕
い
て
い
ま
し
た
。

終
了
後
、
応
媛
に
か
け
つ
け
た
消
防

車
の
、
ホ
ー
ス
で
作
ら
れ
た
特
設
の
シ

ャ
ワ
ー
で
体
を
き
れ
い
に
洗
い
、
町
長

賞
を
は
じ
め
各
団
体
か
ら
の
賞
状
や
記

念
品
の
ノ

i
ト
な
ど
手
に
し
た
チ
ヒ
ソ

子
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。

唐
笠
委
員
長
は
「
海
辺
の
子
供
相
手

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
是
非
こ
の
催
し

を
定
着
さ
せ
た
い
の
で
、
次
年
度
も
引

き
続
い
て
笑
怯
相
し
て
い
き
た
い
。
」
と

抱
負
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

大
競
出
身
の
大
久
保
時
一
見
選
手

明
日
の
プ
ロ
球
界
を
背
負
う
若
手
選

手
の
祭
典
、
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ル
ス
タ
ー

ゲ
!
ム
が
野
球
フ
ァ
ン
の
大
き
な
期
待

と
注
恨
の
中
で
、
去
る
7
月

μ
日
に
後

楽
園
球
場
で
華
々
し
く
開
催
さ
れ
ま
し

た
が
、
こ
の
試
合
に
出
場
し
た
当
町
出

身
の
大
久
保
簿
元
選
手
(
西
武
ラ
イ
オ

ン
ズ
)
が
逆
転
勝
利
打
を
含
む
2
本
の

長
短
安
打
で
、
見
事
、

M
V
P
(
最
高

殊
勲
選
手
賞
)
を
獲
得
し
、
暗
れ
の
大

舞
台
で
の
ヒ
ー
ロ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

爵
選早

朝
の
清
指
揮
開
会
を
符
訟
う

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

イ
オ
ヰ
ス
ク
ラ
ブ

去
る
8
月
5
日
、
大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
(
自
国
一
郎
会
長
・
会
員
必
名
)

と
関
ラ
イ
オ
ネ
ス
ク
ラ
ブ
(
高
木
貞
子

会
長
・
会
奥
山
名
)
が
合
同
し
て
、
早

朝
例
会
と
し
て
清
帰
奉
仕
を
行
な
い
ま

し
た
。

大
洗

夏
の
き
わ
や
か
な
早
朝
、

5
持
加
分

に
は
両
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
皆
さ
ん
全
員

が
大
洗
神
社
大
鳥
居
脇
バ
イ
パ
ス
の
グ

リ
ー
ン
ベ
ル
ト
に
集
合
し
、

mm
沼
則
幸

環
境
保
全
委
員
長
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、

3
班
に
別
れ
て
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
間
辺
、

桜
放
水
、
山
村
暮
鳥
と
一
一
一
島
中
州
の

碑
、
大
洗
神
社
境
内
な
ど
の
除
草
・
清

婦
・
空
缶
回
収
等
の
奉
仕
作
業
を
行
な

い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
「
私
た
ち
の
町
に
花
と
繰

を
/
」
を
、
両
ク
ラ
ブ
の
本
年
度
事
業

方
針
と
し
て
と
り
上
げ
、
そ
の
第
1
囲

目
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
す
が
、
和

気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
作
業
も
は
か
ど

り
、
終
了
後
は
友
情
と
連
帯
の
紳
を
一

層
強
め
な
が
ら
現
場
で
の
例
会
に
移

り
、
午
前
8
時
に
早
朝
の
奉
仕
と
例
会

の
集
い
を
解
散
し
ま
し
た
。

た
い
へ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。

大
洗
時

f

ス
ポ
少
野
隷
で
交
綿
織

去
る
7
月
却
日
制
磯
浜
小
学
校
グ
ラ

ン
ド
で
苫
小
牧
市
西
ク
ラ
ブ
野
球
同
好

会
と
当
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
間
と
の
間
で

親
善
野
球
試
合
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
ち
小
牧
市
と
大
洗
町
が
フ
ェ

リ
i
の
就
航
に
よ
り
結
ぼ
れ
た
の
を
記

念
し
て
実
施
し
た
も
の
で
、
今
年
で
第

3
回
目
と
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

両
市
町
の
友
好
と
子
供
達
の
友
情
を
深

め
る
た
め
に
行
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

7
月

m
a附
午
後
3
時
大
洗
文
化
セ
ン

タ
ー
に
到
着
し
た
一
行
剖
名
は
、
文
化

同
選
手
は
、
今
手
間
総
か
ら
一
説
入

り
し
特
に
打
撃
面
で
活
躍
し
、
フ
ァ
ン

を
在
日
ば
せ
て
い
ま
す
が
、
ま
た
、
ち
び

っ
子
フ
ァ
ン
も
多
い
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
母
親
の
大
久
保
友
美
子

(五
O
)

さ
ん
(
大
洗
町
磯
浜
町
一
一
三
一
一
番
地
)

に
間
選
手
の
少
年
時
代
の
こ
と
な
ど
を

一
寸
聞
い
て
み
ま
し
た
。

大
久
保
少
年
は
小
学
校
に
入
学
す
る

と
も
う
、
パ
ッ
ト
を
何
時
も
離
さ
ず
、

一
人
で
素
振
り
の
練
習
を
す
る
恨
っ
か

ら
の
野
球
好
き
の
少
年
で
、
小
学
5
年

め
時
に
、
当
時
ま
だ
チ
!
ム
数
の
少
な

か
っ
た
リ
ト
ル
リ
l
グ
に
入
り
、
水
戸

ス
タ

i
、
ス
の
、
王
力
選
手
と
し
て
中
学
1

年
の
秋
ま
で
、
補
手
と
し
て
活
躍
し
て

い
ま
し
た
。
打
撃
の
面
で
は
そ
の
頃

か
ら
片
鱗
を
見
せ
は
じ
め
、
一
部
関
係

者
の
注
尽
を
浴
び
て
い
た
よ
う
で
す
。

リ
ト
ル
リ

i
ク
の
戦
績
も
地
区
予
選
を

順
次
勝
抜
き
、
関
東
大
会
で
は
打
撃
に

集
中
で
き
る
よ
う
一
塁
手
と
し
て
出
場

し
、
準
優
勝
し
全
国
大
会
で
も
2
勝
を

セ
ン
タ
ー
玄
関
前
で
大
洗
町
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
(
倉
田
実
団
長
)
の
団
員
と
そ

の
父
兄
達

ω名
に
よ
り
盛
大
な
歓
迎
を

受
け
、
直
ち
に
代
表
者
が
役
場
に
向
い

竹
内
町
長
を
表
敬
訪
問
し
、
そ
の
あ
と

両
ス
ポ
少
の
子
ど
も
達
は
一
諸
に
大
洗

水
族
館
を
楽
し
く
見
学
し
ま
し
た
。

翌
日
、
日
立
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

を
招
待
し
、

3
チ
l
ム
に
よ
る
歓
迎
親

善
野
球
が
行
な
わ
れ
熱
戦
が
繰
り
ひ
ろ

げ
ら
れ
ま
し
た
。
苫
小
牧
の
野
球
ス
ポ

!
ツ
少
年
団
で
は
大
洗
町
を
訪
問
す
る

に
当
り
、
選
考
大
会
を
開
催
し
却
チ
ー

ム
の
中
か
ら
西
ク
ラ
ブ
同
好
会
が
代
表

と
し
て
米
町
し
た
も
の
で
す
。
試
合
は

竹
内
宏
大
洗
町
長
の
始
球
式
で
初
め
ら

7
iク
し
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

中
宇
は
南
中
か
ら
水
戸
5
中
に
転

校
、
更
に
水
戸
商
高
へ
と
進
み
、
高
校

時
代
の
通
算
臼
本
の
ホ

i
ム
ラ
ン
記
録

は
今
で
も
語
り
車
と
な
っ
て
い
ま
す
。

卒
業
を
ひ
か
、
え
た
大
久
保
少
年
に
は

ブ
ロ
各
球
団
か
ら
入
団
に
つ
い
て
の
声

が
か
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
結
極
、
西

武
ラ
イ
オ
ン
ズ
に
入
団
し
ま
し
た
が
、

そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
皆
さ
ん
も
良
く

御
承
知
の
と
お
り
で
す
。

大
久
保
博
一
応
選
手
の
甲
」
れ
か
ら
の
活

躍
を
大
い
に
期
待
し
、
地
元
と
し
て
の

声
緩
を
お
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

れ
大
洗
チ

i
ム
が
善
戦
し
3
対
1
で
勝

利
し
ま
し
た
。
試
合
後
大
洗
サ
イ
ク
リ

ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に

よ
る
昼
食
会
が
あ
り
子
供
や
父
兄
達
も

な
ご
や
か
に
懇
談
を
し
友
好
を
深
め
て

い
ま
し
た
。

3
日
間
の
短
か
い
日
程
で
し
た
が
地

引
網
・
ス
イ
カ
割
・
海
水
浴
等
と
ど
こ

お
り
な
く
臼
程
を
消
化
し
て
、
7
月
初

日
の
夜
、
一
行
は
元
気
で
大
洗
を
あ
と

に
し
ま
し
た
。

年
金
裁
定
請
求
書
は
誤
り
の
な
い
よ
う

正
確
に
記
入
し
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
を
支

え
る
た
め
の
老
齢
基
礎
年
金
支
給
を

究
極
の
目
的
に
し
て
い
ま
す
が
、
不

慮
の
事
故
や
病
気
な
ど
に
よ
り
、
障

害
者
や
母
子
家
庭
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
時
に
は
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
を
支
給
し
て
、
あ
な
た
や

家
族
の
生
活
を
支
、
え
る
仕
組
に
な
っ

て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
年
金
を
受

け
る
資
格
が
で
き
て
も
、
あ
な
た
か

ら
裁
定
請
求
の
手
続
き
か
さ
れ
ま
せ

ん
と
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

従
っ
て
、
年
金
を
受
け
る
資
格
の

で
き
た
方
は
、
す
み
や
か
に
役
場
の

年
金
係
に
「
裁
定
請
求
書
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
裁
定
請
求
書
に
「
ま
ち

が
っ
た
」
事
項
を
記
入
さ
れ
た
り
、
必

要
な
事
填
の
「
記
入
も
れ
」
等
が
あ
り

ま
す
と
、
誤
裁
定
(
年
金
を
受
け
ら
れ

な
い
、
受
け
る
年
金
が
少
な
く
な
っ
て

し
ま
う
)
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
請

求
書
を
あ
な
た
の
も
と
へ
お
返
し
し
て
、

再
度
提
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ

た
り
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
あ
な
た
が
不
利
益
を

受
け
た
り
、
年
金
を
受
け
る
ま
で
に
必

要
以
上
の
関
数
が
か
か
っ
た
り
し
ま
す

の
で
、
年
金
の
裁
定
請
求
書
は
、
必
要

事
項
を
正
し
く
・
も
れ
な
く
横
書
一
で
は

っ
き
り
書
い
て
く
だ
さ
い
。

裁定請求

変
更
屈
の
提
出
先
は
、
以
下
の
と
お

り
で
す
。

川
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
方

〒
問
東
京
都
杉
並
区
高
井
戸
西

3

5

弘

社
会
保
険
庁
年
金
保
険
部

第
ニ
課
宛

※
老
鈴
年
金
や
通
算
老
齢
年
金
を

受
け
て
い
る
方
も
同
じ
で
す
。

ω障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
て

い
る
方

新
住
所
地
の
市
役
所
・
町
村
役
場

国
民
年
金
係
へ
(
社
会
保
険
事
務

所
へ
回
送
し
ま
す
。
)

※
障
害
・
母
子
(
準
母
子
)
・
寡

婦
・
遺
児
年
金
を
受
け
て
い
る

方
も
同
じ
で
す
。

年
金
受
給
者
が
住
所
を
変
更
し
た
と
き

は
速
や
か
に
届
け
出
し
ま
し
ょ
う

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
住
所
を

変
更
し
、
こ
れ
に
と
も
な
い
年
金
を

受
け
る
郵
便
局
や
金
融
機
関
を
変
更

す
る
場
合
に
は
、
社
会
保
険
庁
・
社

会
保
険
事
務
所
や
役
場
年
金
係
へ

「
住
所
・
支
払
機
関
変
更
届
」
を
忘

れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
変
更
届
が
提
出
さ
れ
ま
せ
ん

と
、
年
金
の
振
込
・
支
払
通
知
書
が

あ
な
た
の
も
と
へ
扇
か
な
か
っ
た
り
、

希
望
す
る
郵
便
局
や
銀
行
な
ど
で
年

金
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
受
け

る
ま
で
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い

ま
す
。住

所
を
変
更
し
た
り
、
支
払
機
関

を
変
更
し
た
い
時
は
、
変
更
扇
を
忘

れ
ず
に
。
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大
洗
断
的
芸
舗
文
化
祭

参

加

募

集

要

項

大
洗
町
芸
術
文
化
協
議
会
主
催
の
第
日
回
大
洗
町
芸
術
文
化
祭
は
、
左
記
の

日
程
で
行
な
わ
れ
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
参
加
を
募
築
い
た
し
ま
す
の
で
、
ふ

る
っ
て
ご
参
加
下
さ
る
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

一
、
趣
旨
臼
頃
の
町
民
の
芸
術
文
化
活
動
の
成
果
を
展
示
発
表
し
、
鑑
賞

す
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
文
化
の
向
上
発
展
と
豊

か
な
町
民
性
の
高
揚
を
は
か
る
。

一
一
、
主
催
大
洗
町
芸
術
文
化
協
議
会

一
二
、
共
催
大
洗
町
教
育
委
員
会

四

、

後

援

大

洗

町

五
、
期
間
発
表
会
・
:
昭
和
白
年
刊
月
日
臼
(
日

)
1
日
月
3
B
(
火
)

展
示
会
・
・
・
昭
和
白
年
日
月
1
5
(
日
)
1
1
月
3
5
(
火
)

授
賞
式
・
:
日
月
3
臼
(
文
化
の
日
)

六
、
会
場
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
(
町
民
会
館
・
漁
村
セ
ン
タ
ー
・
中
央
公
民
館
)

七
、
参
加
資
格
本
町
在
住
者
、
釘
内
に
所
属
す
る
学
校
、
事
業
所
等
に
通
学

通
勤
す
る
者
及
び
町
内
の
研
究
会
ク
ラ
ブ
等
に
所
属
す
る
者
で
、

展
示
会
出
品
作
品
は
、
自
作
、
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

第
問
自

重量}

告Z 大きさ・形態・規定 穣 JJ'J J点 数 メ3ミ2ミ‘ 場 J 昔s 開催日目寺 開催会場
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10月178仕)
短 寄士 午午後後 1 :40 受付 中央公民館

。ベン+.. 職、 町民会館 (歌 会) 2 :00- 和室
番 道 1人 l点

大会議室 午後 4:00 
。築 刻・・・ ({:土

音 楽
11月2日開) 町民会館

O)('J 学…・
骨量)

午前 10・00-
ホ Jv 

美 f市j 有罪f寸(F50号以内)
日本商・洋画・彫 1人各ま種類 研漁村修セ室ン1ター2 

午後 4:00 

主'J工芸 2点で 11月3日(:k)

短歌一書言色岳紙ーき又は短冊へ自筆
知可田Tに歌能関な・詩係限・の童りあ取話る材等もはの、

日本舞踊 午前 10:30- 問 上

言寺 歌
のもの 1人2点以内

中央公民館 午後 4:00 
言寺・童 模造紙に添付し 美術工芸室

て浸不できるよっ
11月 18(日)

民謡・民舞 午後 0:30- 同 上

f非 句 色紙又は知情。 四季雑詠 1人2点以内 I司 上 午後 5:00 

いけばな lmXlm 各流派 1人1点、 視中央聴公覚民館室 吟 詠 11月1日(8)
午前 9:30- 問 上

特{ア陶ゅレ芸ーうにザー・ト篠工手ーフ芸ーク芸木ララ・そワ目フ込ーのト他人・七ー形)し宝し・ー

剣詩舞 午後 0:30
趣味の 各種類の

11月 18(日)ヰ寺lこなし ナ:"台、缶、内ら 美術工議室 和室1-'f戸社中
コーナー 1人2点以 午前 10:00-

午後 3:00 朝日;迄2河上社中

茶 * 、一般ー凶ッ切以上全.f'紙T最氏まイ寸で) 11月3日ω
学(ネ生綴j;J・・パネル

l人3点以内
小・中 高上校生ーキャビ モノクロ

「写真は~]
漁村センタ

午前 10・00- 和室l大綱(煎茶)

写 主主 枚パネルに 会議集 1
午後 3:00 

主婦のコーナー キャビネ カラ すして 1市と
サイズ~:J、上 る。 俳句会

10月118(臼)
和 二去ヒ

(題材 赤ちゃん子供に再思するもの) 午前 10:00-

襲(注) 9月初日闘の申込み期限を過ぎた場合は、出品者名簿「認訟
に掲載されませんし、審衰の対象にもなりません。 ~;t包重量}方主〔重量

電話 (66-2411)まで、お問い合せ下さい。

志、れていませんか?

=興関罷包縫宙関宿一
62年度の県民交通災答共催l土、 2月1日より加入受付を開始

し現夜までに 6，045人 (28.2%)加入 して おり 、こ の内14人の方?

が事故で受傷し見舞金が支払われております。

この共 済は、他の保険等と異なり、バイクや自転車等の転倒

によるケカ、も見舞金支払の対象となっております。

この共済はいつでも加入出来ます まだ加入されていない方

はこの機会に是非加入しましょう。

大人・・・…・… .450円
(月都会費)

中学以下......250円

昭和62年 10月1日から昭和田年 3月31日まで

別表のとおり

費

感期間

⑧見舞金

等級 災 警 IR ?ら 見舞金額

l 死 亡 100万円

2 治療笑臼数181日以上の障害 30万円

3 治療笑日数151臼以上の障害 25万円

4 治療笑 日数121日以上の障答 20万円

5 治療 笑日数 91日以上の障害 1 5万円

6 治療 実日数日目 以上の 障害 107子円

7 治療笑日数 41臼以上の障害 8万円

8 治療実日数 21日以上の障害 6万円

9 治療実日数 8日以上の障害 3万円

10 治療実日数 3日以上の障害 2万円

身障 身体障害者 l級・ 2級該当 50万円 i

@詳しくは、大洗町教育委員会社会教青係※詩歌・俳句は必ず稽書で、んど(ふりがな)をうつ。
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(
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罪者催日 喜善始時間 催 事 名 開催場所 催 事 i均 円令hヨr

9ト14日(金) 9 : 00- 之Eゴλ 奏 争点 之コZ〉2、 1)ハーサjレ室 クオーレ会員による合奏の練溜

9月5日 (:i:) 13: 00- 全労 1所 H映 凶 乙日〉、 ホ ノL 全労済淡城県本部主催による映爵会

I崎ふぷ将務I 

9月5白(二l:) 17: 00- 教 育 セ 、、 ナ 大会議室 陵会主催による教育セミナー

9月6(日)， 11幽， 10 : 00- コ フ ス 科」 よ5む3I リハーサノレ室 コーノレきさなみ会員によるコーラスの練醤
20(日)， 25日後j

9月11日(金) 10 : 00- 奇士 ~ ヨ左三込 il' {荷
ホ Jv 

大洗町主催による敬老会の準備
大会議室

9月148 (月) 10 : 00- 昭和 62年 度 大 洗 町 敬 老 会 ホ )(" 大洗町主催による敬老会

9月20日(包) 10: 00- まんが映画上映会 ホ J" 日立セントラル側主催による映画上自央会

9月23日(水木)~) 百:00- 日用品雑貨販売 りハーサル主主 側ヤマサン主催による日沼品雑貨の販売
9月24臼(

9月258 (金) 9 : 30- 運 転 免 許 更 新 時 講 育 会 大会議室 運転免許証所有者更新のための講調会

9月268 (土) 13 : 00- 大洗両校吹奏楽部 ホ /し 県奏立大洗高等学校吹奏楽部主催による定期演
定期演奏会 1)ハーサル リハーサル定 会の 1)ハーサル

9月27日(日) 13 : 00- 大洗高校吹奏楽部定期演奏会 ホ J(〆 県奏立会大洗高等学校吹奏楽部主催による定期演

予定表-9丹大洗文化セン

(62.7月現在)

一---------ベ

本 年 前年同期 増減 数

発生件数 7 (37) 12 (54) ム5(ム17)

死者数 o ( 1) o ( 1) o ( 0) 

負傷者数 12 (50) 15 (80) ム3(ム30)

大洗町における交通事故の発生状況

※( )内は累計を示す。

“毎月181eJ:突通安全の日"“ゆずり合いのj山がかよう琵通安全"

10 1 10 1 9 1 9 1 9 1 9 1 9 1 9 1 9 1 9 月!
/1/1/1 ./1 /1/1/ 1/1 /1/1/  

言L問間 型抗出 O fT主主 o 0 百T11 附 8 (村 l (4130 (月)28休)24 (刈22(月)21 倒 18肘 17 附 161 8 

'対l'木可場明ミ 10の 9 9 の 「 ワ絞乳 一 一 乳破当否母 B 一反ツ事
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9 25 
臼日 11 11 91 91 11 11 91 11 11 1 

2時 2待 11時 11時 2時 2s寺 10B寺 2時 2時 2時受

金金 時 151s寺00 時 15 持15 時 00 時 15 待 15 時 15 時 001B寺15 付時
15分 15分 30分 30分 15分 15分 15分 15分 15分 15分間
分分 l分分分分分分分分
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